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ヤマトアシナガアリの腐倒木営巣例 

Example of rotting tree nesting of Aphaenogaster japonica 

 ヤマトアシナガアリ Aphaenogaster japonica Forel, 1911 は北海道から屋久島まで見

られ，林縁や林内の土中，岩のすき間などに営巣するとされる種である（日本産アリ類

データベースグループ，2003；寺山ら，2014）． 

 筆者は本種を含む奈良県内のアリ相を報告したが（池田ら，2020），その後写真を整

理していた所，2014 年 5 月 22 日 15 時頃に、奈良市中町近畿大学奈良キャンパス北西

部の林にあった腐倒木を割った中に本種のコロニーと，同コロニーが作ったと思われる

坑道が現れている写真を確認した（図 2）．樹種は記録が古く記憶していないが，落葉広
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葉樹林内であり，白色腐朽菌が見られるので，コナラかクヌギのような落葉広葉樹であ

る可能性は高い． 

 本種は，日本産アリ類デー

タベースグループ（2003），寺

山ら（2014）には記載がないが，

岩手県遠野市でのツキノワグ

マの餌資源調査においては標

高約 400～1200m のアカマツ・

カラマツ・スギを主とした針

葉樹林及び，コナラ・ミズナ

ラ・シラカンバの主とした落

葉広葉樹林での枯死材（残材・

倒木・枯死木の総称）への営巣

が普通に確認されており（佐

藤ら，2014；安江ら，2015），

安江ら（2015）では地表・土の中よりも枯死材での出現率が高くなっていた．撮影され

た枯死材は低地で一般的なクヌギやコナラを主体とした里山林（桜谷，1999）にあった

ことから，本種の枯死材への営巣はより一般的であることが示唆される．他にも本種に

関して同様の報告がされている可能性はあるが，あまり知られていない事例のようなの

でここに報告する． 
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図 2 ヤマトアシナガアリのコロニー 
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奈良県と東京都におけるクサイチゴハケフシの初記録 

First records of galls of Rubus hirsutus formed by Phyllocoptes sp. in Nara 

prefecture and Tokyo 

 クサイチゴハケフシはキイチゴハモグリダニ Phyllocoptes carilubi Keifer, 1938 ある

いはその近縁種によりクサイチゴ Rubus hirsutus Thunb. の葉に形成されたと考えら

れる虫こぶ（虫えい）で（徳田他，2015）、かねてからインターネット上で報告されて

いたが、徳田ら（2015）によって初めて文献上で佐賀県から報告され、新称提唱された。

正式に新称提唱される以前に同名を称した ISSN のない雑誌に記された神奈川県の記録

（大浦，2014）があるものの、その後文献上の記録はないものと思われる。 

 筆者は奈良県と東京都で同虫こぶを確認しているので、ここに報告する。 

 

多数の虫こぶ, 奈良県奈良市中町近畿大学奈良キャンパス, 10. I. 2013, 筆者撮影（図 3）. 

多数の虫こぶ, 東京都都渋谷区代々木神園町代々木公園, 22.III.2020, 筆者撮影（図 4）. 

 

 虫こぶは注目度が低いためか、専門家以外による文献上の報告は少なく、インターネ

ット上で確認された報告についても貴重だと思われるので、ここでまとめておく。 

 


